
シンポジウム ４ （日時：1月14日（土） 11:20 〜12:20 （60分））

「TPVI と外科手術の Life-Long Strategy 
SHD インターベンションと外科手術の協調 〜肺動脈弁治療の歴史が変わる〜」

座 長：福田 旭伸（神戸大学大学院医学研究科 循環器内科学）
藤本 一途（国立循環器病研究センター 小児循環器内科）

第24回日本成人先天性心疾患学会学術集会
会期：2023年1月13―15日（金・土・日）

場所：愛媛県県民文化会館（現地開催） （愛媛県松山市道後町） HP：https://procomu.jp/jsachd2023/index.html

The 24th Annual Meeting of Japanese Society for Adult Congenital Heart Diseases

① ファロー四徴症術後の肺動脈弁置換における至適手術時期
鹿田 文昭 （北里大学医学部 心臓血管外科）

② フィトアナリシスによる Harmony 経カテーテル肺動脈弁システムの患者選択
藤井 隆成（昭和大学病院 小児循環器・成人先天性心疾患センター）

③ ファロー四徴症の肺動脈弁置換術を検討する上での QRS 幅の有用性
杉浦 純也（日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院 心臓血管外科）

④ 当院における TPVI と外科手術の Life-Long Strategy
小沼 武司 （長野県立こども病院 心臓血管外科）

⑤ Fallot 四徴症術後遠隔期の肺動脈弁閉鎖不全に経皮的肺動脈置換術を選択した一例
村田 理沙子 （国立循環器病研究センター 心臓血管内科）

演者：

総合討論
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